
Ⅰ．はじめに

私は日本画を基軸として画材・材料の表現研究

を日々行いながら、本職では造形を担当し、外部

では保育現場で就学前園児と造形遊びや幼稚園教

諭・保育士の先生と造形表現の研修などを行なっ

ている。

そんな授業や研修の振り返りの中で幼少期に絵

を上手く描きたい感情や「上手だね」「綺麗だね」

と評価されると嬉しい、自信に繋がったという成

功体験の話題によくなる。

養成校の学生には毎年、実技科目の初回授業で

「造形や絵画制作に対して不安に思う事とその理

由について」アンケートを行う。90%以上の学生

が「不安である」と答える現状である。しかしな

ぜこれほどまでに、色や線を使った表現が苦手な

学生が多いのかと思いならが色彩表現の基礎から

丁寧に指導を続けている。

Ⅱ．目的

兵庫大学論集29号では保育現場での画材・素

材の保存、保管状態や内容を分析し、造形表現へ

の影響及び描画を軸とした報告を行なった。同時

に最先端と最古の画材、素材について自己表現を

例にとりながら応用や多様性について考察した。　

今年度はその中から色彩の基礎を中心に絵画表

現、日本画表現の可能性について報告する。「リ

アルに描く、ダイナミックに描く＝上手い」とい

う疑問や概念について明らかにしつつ、更なる自

己表現の多様性について報告する。

Ⅲ．方法

1 ．養成校の学生への指導教材及び指導法の考察

2 ．就学前園児・職員研修での考察（A市幼稚園）

3 ．子ども絵画教室での考察 （K市小学生）

4 ．幼児画展での審査と講評（K市、N市）

5 ．絵画遊び　植物画（A市保育園）

6 ．日本画技法（岩絵具、墨、箔）

7 ．成果発表

（セレクト展・神戸市、喜楽会・京都市）
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この研究ノートでは、創造的な保育現場を促進する「絵画材料・素材」の扱い方とその多様

性について 解説している。前回の 兵庫大学論集29号で掲載したテーマの中から「色彩基礎」

抽出して論じる。前半は色材の基礎となる クレパスや水彩絵具を使った技法と指導法につい

て報告する。後半は日本画を中心とした制作工程と発表までを報告する。
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図1．岩絵具 図2．クレパス画
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1 ．養成校の学生への指導教材及び指導法の考察

（1）こどもと造形Ⅰ

三原色でもやしを描く

（2）こどもと造形Ⅱ

エリックカール技法

図3．水彩絵具使用 図4．クレパス、パステル使用
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（3）こどもと造形Ⅲ

フィンガーペイント

（4）こども福祉専門演習Ⅰ

絵本の模写

図5．水彩絵具使用

図6．�水彩絵具、アクリル絵具、色鉛筆、マーカー、
パステル使用
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（5）造形B  

クレパス画の基礎

（6）保育内容・表現

錯画期（3歳未満）の描画

図7．クレパス使用

図8．クレパス、ポスターカラー使用
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2 ．就学前園児・職員研修での考察（A市幼稚園）

（1）絵画（ダイナミック画）指導　

（2）絵画指導について事前質問、応答

●汚れるのが嫌なのか、感覚が嫌なのか分からな

いが絵の具を触ることを拒否し、泣いてしまう幼

児がいます。そのような子が、絵を描くことが楽

しい、やってみたいと思えるようになるには、ど

のような段階、遊びを提供していけばよいので

しょうか。

→ バブルアート（一部分ワークショップを行いま

す）/絵の具、8つ切画用紙、ストロー、はさみ

　 デカルコマニーのお面（2種類）（一部分ワー

クショップを行います）/絵の具、8つ切画用紙

●絵を描くことへの苦手意識がある幼児に対し

て、絵画指導の仕方を教えていただいたいです。

また、子どもが楽しく取り組める技法等がありま

したら、教えていただきたいです。

→ サンプル作品（ペタペタフレーム）を見ながら

説明します。

●絵が映える画用紙の色の選び方。

→ サンプル作品（はらぺこあおむし）を見ながら

説明します。

●絵の具の色の選び方。濃さ、溶き方。

→ サンプル作品（三原色でもやしを描く）を見な

がら実演します。

●筆や道具の選び方。

→実物をお見せします。

●年齢に応じた経験させておきたい絵画の技法は

ありますか。3歳児での経験が、4, 5歳とつながっ

ていき、絵画遊びの幅が広がる等分かれば嬉しい

です。

→ 【実践】いろいろいろの本〜の釣り堀遊び /水
彩道具一式、8つ切画用紙、ハサミ、モール1本、

目玉シール（1、2個）ブルーシート

●絵画遊びをする時の年齢や遊びに合った人数な

どはありますか。クラス全体で取り組むか、少人

数でじっくりかかわりながら描かかすのか悩みま

す。

→ サンプル作品（つづきの国の地図つくり）を見

ながら説明します。

●一つの題材（例えば、絵の具を使って何かを描

く）から、子どもがそれぞれ自分で考えて工夫す

る為の幅を広げるには、どんな、準備の一工夫が

できるのか、知りたいです。

→ 【実践】いちごがいっぱい、きってやぶいてよ

くみて /クレパス、ハガキサイズの画用紙、8
つ切画用紙

●5歳児でできる、ダイナミックな共同制作があ

れば知りたいです。

→ 植物画！ジャックと豆の木（一部分ワーク

ショップを行います）/水彩道具一式、クレパ

ス、ロール紙

図9．絵本による導入
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図10．水彩絵具使用
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3 ．子ども絵画教室での考察 （K市小学生）

（1）絵本の模写を軸とした絵画教室、指導　　        

4 ．幼児画展での審査と講評

（1）審査風景と講評（K市）

図12．幼児画展審査の様子

図11．�鉛筆、色鉛筆、水彩絵具、固形絵の具、マーカー、アクリル絵の具、
墨汁使用
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図13．幼児画展講評、表彰式の様子
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（2）審査風景と講評（N市）

図14．子ども絵画展審査講評、表彰式の様子
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5 ．絵画遊びでの考察（A市保育園）

（1）植物画の基礎と応用

図15．水彩絵具、クレパス、パステル使用
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6 ．日本画技法（箔）

（1）制作工程　『夜空を描く』

	 図16．金箔、魚膠、アルギン酸ナトリウム使用� 参照：PIGMENT TOKYO
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日本画技法（墨、顔料、箔）

（2）制作工程　題名『BLACK BLUE・GREEN・PINK』

	 表1．日本画 制作工程� 参照：青木芳昭研究所

1.モチーフ　紫陽花 2.下描き１ 3.基底材　下塗り

4.下塗り紅 5.下塗り 墨 6.下塗り 黄

7.下塗り 鼠 8.乾燥１ 9.下描き２

10.墨入れ 11.乾燥２ 12.本塗り　砂１

13.本塗り　砂２ 14.乾燥３ 15.本塗り　コバルトブルー

16.乾燥４ 　　　　　　　　17.完成 　　　　　　　　　　　　13.エスキース

参照：青木芳昭研究所

6.日本画技法（墨、顔料、箔）

（２）制作工程　題名『BLACK BLUE・GREEN・PINK』

表１.日本画 制作工程
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（3）制作工程　題名『BLACK BLUE・GREEN・PINK』

	 表2．日本画 制作工程� 参照：青木芳昭研究所

1.基底材制作　下塗り　紅 2.背景　墨１ 3.下塗り　紅

4.背景　墨２ 5.描きおこし　墨 6.本塗り　顔料ベース

7.本塗り　墨 8.レイアウト 9.描きおこし　墨

10.描きおこし　墨１ 11.描きおこし　墨２ 12.描きおこし　墨３

13.描きおこし　墨４ 14.描きおこし　墨５ 15.乾燥

16.箔貼り、砂子準備 17.箔貼り、砂子材料 18.箔貼り

18.描きおこし　顔料ベース赤 　　　　19.描きおこし　顔料ベース　緑 　　　　　　　　　20.完成

参照：青木芳昭研究所

（３）制作工程　題名『BLACK BLUE・GREEN・PINK』

表２.日本画 制作工程
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7 ．成果発表

（1）セレクト展（神戸市）

図17．岩絵具、墨、岩絵具、胡粉
　　　 顔料ベース使用
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（2）喜楽会（京都市）

図18．岩絵具、墨、岩絵具、胡粉, 顔良ベース、墨、魚膠使用、アルギン酸ナトリウム使用
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Ⅳ．結論

造形表現をする上で画材・素材の特徴や扱い方

を正しく知ることで選択の幅ができる。それらに

技法がプラスされるとイメージする自己表現の世

界に向かうことができる。

今年度は色彩による描画を中心に画材別の課題

や作品で検証を行なった。

養成校の実技授業では基本となる三原色、混

色、補色、グラデーションの基本指導を丁寧に行

い、モチーフそのもののマチエール表現や造形遊

びにつながる色の効果を確かめた。

職員研修では、社会的テーマ（SDGs）からの

視点より国際色豊かな制作を実施した。

保育現場では、実施する市や園、年齢別に同じ

テーマで制作し発達の違いと理由、それらに伴う

課題を見つけることができた。

幼児画展の審査と講評では、2会場で1800点も

の作品の中から受賞者の選出を行った。新型コロ

ナ感染症の期間を乗り越え日常が戻り始めた今年

度は、こども達の作品にも大きな変化を感じた。

身体全身で大きなポーズや自然や行事を十分に楽

しむ姿が題材とされていた。色彩も豊かなものが

多く賞の選出に時間を費やした。

仮説としていた「見たまま描く、ダイナミック

に描く＝上手」という概念については、イメージ

通りに描画表現ができたと同時に色彩がプラスさ

れることにより更に印象が強く伝わる表現とな

る。

最後に自己表現の素材としては「墨と箔」を中

心に研究を行なった。色彩の本来の強さをより引

き立たせるには、対極のモノクロ表現と光の扱わ

れ方の理解が必須ではないかと考える。

Ⅴ．課題

上記の色彩基礎を軸とし、今後「基底材」の選

択による表現効果と制作内容の多様性について論

じたい。

更に保育所保育指針の構成「第2章 保育の内容」

に示されている5領域（子どもの総合的な心身の

発達のために保育所が目指す目標「健康」「人間

関係」「環境」「言葉」「表現」）を軸に活動内容を

整理していきたい。
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図19．色材
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SUMMARYSUMMARY

Diversity of Expressive Effects through the Selection of Picture Materials and 
Materials from the Actual Conditions of Childcare Sites （Creative Formation） 

<Color Basic>

Tomomi Mitsuda

This notebook describes how to handle “painting materials” and their diversity to promote creative childcare. 
“Color basics” were extracted from the themes presented in the previous issue of Hyogo University Editorial No. 
29. In the first half, we report on techniques and teaching methods that use crepus and water-colored paints as the 
basis for coloring materials. In the latter half of the report, we discuss the production process and announcements 
regarding Japanese paintings.

Keywords: Japanese Art, Picture Expression （Color Foundation） 

保育現場（造形あそび）の実態より　絵画材料・素材の選択による表現効果の多様性について＜色彩基礎＞ 183




